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研究成果の概要（和文）：本研究では、DNAと正電荷性高分子からなる複合体の高次構造制御とそれを遺伝子ベ
クターとして医療応用しようとする基研究を、国際共同研究によって、実用化に向けて進展させること、高次構
造形成の基礎学術を深化させること、そして新たな核酸治療システムを構築することを目指している。この取り
組みは、循環器疾患に対する遺伝子治療の国際共同研究に発展するとともに、がんに対する核酸治療法の開発、
疾患を診断するナノMRI造影剤、さらには生体内を測るナノ量子計測システムの開発に進展している。

研究成果の概要（英文）：This study aims to develop the basic research on the control of higher-order
 structure of complexes consisting of DNA and positively charged polymers and their medical 
application as gene vectors toward clinical application, deepening the basic science of higher-order
 structure formation, and further development of a new nucleic acid therapy system, through 
international joint research. The study has led to international joint research on preclinical gene 
therapy for cardiovascular diseases, development of nucleic acid therapy system for cancer, nano MRI
 contrast agents to diagnose diseases, and nano quantum sensor systems to measure in vivo local 
environment.

研究分野：薬物送達学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　生体の恒常性は遺伝子発現の精密な調節によって保たれており、恒常性の乱れが疾患に関与している。核酸治
療は、遺伝子発現を制御することで疾患治療を試みるもので、難治性疾患に対する革新的治療法として期待が寄
せられている。この実現には、確実な核酸デリバリーシステムが開発されること、そして研究段階から前臨床開
発、臨床応用に至るまでの医薬品開発プロセスを迅速に進めるためのトランスレーション研究と体制の整備が必
要である。これら各問題を国際共同研究によって突破しようとする本研究の成果は、核酸治療の開発プロセスを
より確実なものとし、社会実装に向けた研究開発を加速するという意義がある。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｆ－１９－２ 
１．研究開始当初の背景 
 遺伝子発現を制御する核酸治療は、難治性疾患を治療する革新的治療法として期待が寄

せられているものの実用化の目処は立っていない。これを実現するには、核酸医薬を体内の

標的細胞に送り届ける確実なデリバリーシステムの開発が待たれる。加えて、ヒト応用を見

据えた迅速なトランスレーション研究の体制整備も必要になる。 
 
２．研究の目的 
 本研究課題では、DNA と正電荷性高分子からなる複合体の高次構造制御とそれを遺伝子ベクタ
ーとして医療応用しようとする基研究(図 1)を、ナノメディシンの臨床応用研究を進めるグルー
プとの協議を通じてステップアップを図ることを第１の課題としている。また、生物物理学を専
門とするグループと共同することで高次構造形成の基礎学術を深化させ、より確度の高い遺伝
子ベクターを構築することを第２の課題としている。さらに、遺伝子発現を制御する新たな核酸
治療システムを構築することを第３の課題としている。これら 3 つの研究を進めることによっ
て、研究を水平方向に拡げつつ垂直方向にも深みを持たせ、基礎学術から医療応用まで分野横断
的な国際ネットワークを構築することで核酸治療の実現に向け前進することを目的とする。  
 
３．研究の方法 
 （１）研究課題１では、共同
研究先が進めている疾患モデ
ルとその治療のための遺伝子
ベクターが直面している課題
を議論し、律速がどこにあるの
かを見極めることを行う。それ
に対し、当方の持つ多様な高次
構造の遺伝子ベクター［1］、も
しくはそのベクターをさらに
改良することで課題の打開を
図る。これにより、共同研究先
が推進するトランスレーショ
ン研究に乗せ、実用化に向けた
共同開発を進める。 
 （２）研究課題２では、核酸
デリバリーシステムの基盤と
なる核酸/高分子複合体におけ
る構造形成を深化させる基礎
学術的研究を行う。これを高分子の自己会合体の構造形成とナノ構造解析の専門家と共同して
進める。 
 （３）研究課題 3 では、mRNA オリガミを基盤とする新たな mRNA ベクターの構築を目指す。
mRNA は pDNA と同様、細胞に遺伝子（タンパク質）を発現させることができる。また、mRNA は細
胞核ではなく細胞質までのデリバリーで済むため、核膜が開かない非分裂細胞にも遺伝子発現
させられる。しかし、mRNA は生体内での安定性が極度に低く、高分子と複合化させてもなお遺
伝子発現を得ることが難しい。mRNA が配列特異的な二次構造をとるため mRNA/高分子複合体が
安定な構造になりにくいことが問題でと考え、DNA ナノテクノロジーの専門家と mRNA オリガミ
を基盤とした新たな mRNA ベクターの開発に挑戦する。 
 
４．研究成果 
（１）循環器系疾患を標的とした遺伝子治療にむけて、基課題で開発した遺伝子ベクターを使っ
て臨床応用に向けた共同研究を開始した。これは基課題を研究段階に留めず実用化まで発展さ
せるという本課題の目標において意義の大きい一歩となった。また、共同研究先のドイツ・マイ
ンツ大学滞在中には、COVID-19 に対する mRNA ワクチンを開発したビオンテック社（ドイツ）に
て、当方の遺伝子ベクター技術を紹介した。核酸医薬開発とデリバリーシステム開発が直面する
課題ならびに研究段階から実用化までの障壁を議論した。 
（２）pDNA と高分子からなる遺伝子ベクターの構造形成を検討した結果、DNA の剛直性が、遺伝
子ベクターのサイズを最小とする球状にならない要因との作業仮説を立て、DNA の剛直性を取り
除く取り組みを行った。この結果、遺伝子ベクターの形状を球状とすることに成功した（図 2）。
この球状ベクターは、線維化したがんの間質をすり抜け、膵臓がんのがん細胞に遺伝子発現させ
ることを可能とした。膵臓がんのがん細胞に治療用遺伝子を発現させ、がんの増殖を抑えること
に成功した初めての例となった[2]。さらに、遺伝子ベクターの構造形成の原理を詰め、DNA と
正電荷性高分子との相互作用を調節することで、球状から棒状、ひも状、リング状に作り分けら
れることを示した（図 3）[3,4]。また、本国際共同研究で構築した研究者ネットワークを通じ
て知り合った計算科学分野の研究者と、核酸−ペプチド複合体の形成プロセスをシミュレーショ

 
図 1. ブロック共重合体で pDNA の折りたたみを操り、構
造化させる。全身投与による遺伝子治療を実現するため
の構造と機能を集積させたロッド型遺伝子ベクター 

 

ー ー
ー

ー

ー
ー ー

ー

ー

ー
ー

ー

pDNAをブロック共重合

体でたたみ込む。ロッド

型遺伝子デリバリ-シス

テムの創製

標的細胞で

遺伝子を発現させる

血中投与

+

+

+

+

pDNA

ブロック共重合体

防御機構をす

り抜けつつ、血

流を巡り、標的

へ送達



ンで検討する新たな国際共同研究を行った。計算科学を用いて核酸と正電荷性高分子の会合を
原子レベルの解析検討することで、実験的検証が補強され、一分子 siRNA のデリバリーシステム
［5］をより安定化する高分子構造に関する知見を得た。 
（３）mRNA オリガミを基盤としたデリバリーシステム開発は、mRNA オリガミを作るところまで
進展したものの COVID-19 感染症蔓延のため渡航できず残念ながら開発が中断している。 
 感染症蔓延前の海外機関滞在中、幅広い分野の多くの研究者と交流と議論を深めることがで
きた。このなかで、疾患を治療する方法論の開発が世界中で精力的に進められる一方、疾患を発
見する診断技術に大きな開発の余地があるとの認識に至った。またナノメディシン研究が進む
一方で、ナノメートルスケールでの生体構造に関する知見が大きく欠如していることも認識し
た。これらの現在の世界的課題に対し、核磁気共鳴画像法（MRI）を使って非侵襲的に疾患を診
断する技術、さらには生体構造をナノメートルスケールで計測する技術を志向したナノ造影剤
開発を新たに企図し、研究開発を開始した。 

 残念ながら研究期間中に COVID-19 感染症蔓延があったため、当初計画した通りに海外共同研
究先に継続的に滞在して研究することが叶わなかった。しかし、感染症蔓延前までに本国際共同
研究加速基金の活動によって構築した研究者ネットワークを活用することで、循環器系疾患を
標的とした遺伝子治療や計算機科学との協動など、研究課題を拡張することができた。さらに、
本国際共同研究の取り組みを基礎として、がん免疫と協働する新たな遺伝子免疫治療戦略の開
発や制がん剤の薬効を飛躍的に高める新たな核酸治療法の開発、疾患の診断するナノ MRI 造影
剤開発[6,7]、生体内環境を測るナノ量子計測システムの開発[8]に研究が発展した。このように

 

図 3  pDNA/高分子複合体の構造多形とその制御。(a)グロビュール状、(b)ロッド状､(c)リ
ング状､(d)球状構造。ロッド状構造は pDNA の折りたたみ数によりその長さが変わる(b1,2)。
球状構造は、二重らせん構造を解離させ、柔軟な一本鎖にしてからブロック共重合体と会合
させることで得られる(d)。TEM像では DNA 複合体周囲を覆う PEG は見えていない。 
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図 2. 一本鎖 DNA からなる球状ベクターMARU. 膵臓がんモデルマウスの間質を抜け、がん
細胞で外来遺伝子を発現させられる。 



渡航期間は当初予定に満たなかったものの、メールやオンラインでのディスカッションを取り
入れながら課題を進めることで本研究を完了させることができ、さらには国際研究者ネットワ
ークと基研究を大きく発展させることができたことから当初計画以上に本研究を進展させるこ
とができた。 
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 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Delivery of aPD-L1 antibody to i.p. tumors via direct penetration by i.p. route: beyond EPR
effect.

Journal of Controlled Release 328-337

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 １．著者名  ４．巻
M. Yamamoto, T. Kurino, R. Matsuda, H. S. Jones, Y. Nakamura, T. Kanamori, A. B. Tsuji, A.
Sugyo, R. Tsuda, Y. Matsumoto, Y. Sakurai, H. Suzuki, M. Sano, K. Osada, T. Uehara, Y. Ishii,
H. Akita, Y. Arano, A. Hisaka, H. Hatakeyama,

352



2021年

2021年

2020年

2020年

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
膵臓がんの間質を越える一本鎖ＤＮＡ内包高分子ベクター

バイオマテリアル 196－197

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 ４．巻
長田健介 38
 １．著者名

10.3390/polym12071603

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Structural Polymorphism of Single pDNA Condensates Elicited by Cationic Block Polyelectrolytes

Polymers 1603～1603

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 ４．巻
Osada Kensuke 12
 １．著者名

10.1080/14686996.2021.1887712

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Size-controlled bimodal in vivo nanoprobes as near-infrared phosphors and positive contrast
agents for magnetic resonance imaging

Science and Technology of Advanced Materials 160～172

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
Okubo Kyohei、Takeda Ryuta、Murayama Shuhei、Umezawa Masakazu、Kamimura Masao、Osada Kensuke、
Aoki Ichio、Soga Kohei

22
 １．著者名

10.1016/j.jconrel.2020.12.033

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ５．発行年 ２．論文標題
mRNA loading into ATP-responsive polyplex micelles with optimal density of phenylboronate ester
crosslinking to balance robustness in the biological milieu and intracellular translational
efficiency

Journal of Controlled Release 317～328

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
Yoshinaga Naoto、Uchida Satoshi、Dirisala Anjaneyulu、Naito Mitsuru、Osada Kensuke、Cabral
Horacio、Kataoka Kazunori

330
 １．著者名



2019年

2019年

2019年

2018年

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

10.1080/1061186X.2018.1550646

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Precise tuning of disulphide crosslinking in mRNA polyplex micelles for optimising
extracellular and intracellular nuclease tolerability

Journal of Drug Targeting 印刷中

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
Dirisala Anjaneyulu、Uchida Satoshi、Tockary Theofilus A.、Yoshinaga Naoto、Li Junjie、Osawa
Shigehito、Gorantla Lahari、Fukushima Shigeto、Osada Kensuke、Kataoka Kazunori

印刷中
 １．著者名

10.1002/anie.201905203

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Bundling mRNA Strands to Prepare Nano‐Assemblies with Enhanced Stability Towards RNase for
In?Vivo Delivery

Angewandte Chemie International Edition 11360～11363

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 ４．巻
Yoshinaga Naoto、Cho Eol、Koji Kyoko、Mochida Yuki、Naito Mitsuru、Osada Kensuke、Kataoka
Kazunori、Cabral Horacio、Uchida Satoshi

58
 １．著者名

10.1038/s41467-019-09856-w

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
In vivo rendezvous of small nucleic acid drugs with charge-matched block catiomers to target
cancers

Nature Communications 1894

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 １．著者名  ４．巻
Watanabe S、Hayashi K、Toh K、Kim HJ、Liu X、Chaya H、Fukushima S、Katsushima K、Kondo Y、
Uchida S、Ogura S、Nomoto T、Takemoto H、Cabral H、Kinoh H、Tanaka H Y.、Kano M R.、Matsumoto
Y、Fukuhara H、Uchida S、Nangaku M、Osada K、Nishiyama N、Miyata K、Kataoka K

10

10.1021/acsnano.9b04676

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Single-Stranded DNA-Packaged Polyplex Micelle as Adeno-Associated-Virus-Inspired Compact Vector
to Systemically Target Stroma-Rich Pancreatic Cancer

ACS Nano 12732～12742

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 １．著者名  ４．巻
Tockary Theofilus A.、Foo Wanling、Dirisala Anjaneyulu、Chen Qixian、Uchida Satoshi、Osawa
Shigehito、Mochida Yuki、Liu Xueying、Kinoh Hiroaki、Cabral Horacio、Osada Kensuke、Kataoka
Kazunori

13



2019年

2018年

2019年

〔学会発表〕　計63件（うち招待講演　41件／うち国際学会　23件）

2023年

 ２．発表標題

The 40th International Conference of Photopolymer Science and Technology（招待講演）（国際学会）
 ３．学会等名

K. Osada

 ４．発表年

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

Liver sinusoidal wall coating polymer to promote the efficacy of gene therapy drugs, The 40th International Conference of
Photopolymer Science and Technology

 １．発表者名

10.1038/s41428-018-0157-0

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Versatile DNA folding structures organized by cationic block copolymers

Polymer Journal 381～387

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
Osada Kensuke 51
 １．著者名

10.1021/acs.chemrev.8b00199

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Block Copolymer Micelles in Nanomedicine Applications

Chemical Reviews 6844～6892

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
Cabral Horacio、Miyata Kanjiro、Osada Kensuke、Kataoka Kazunori 118
 １．著者名

10.1016/j.biomaterials.2019.01.023

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Induced packaging of mRNA into polyplex micelles by regulated hybridization with a small number
of cholesteryl RNA oligonucleotides directed enhanced in vivo transfection

Biomaterials 255～267

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
Yoshinaga Naoto、Uchida Satoshi、Naito Mitsuru、Osada Kensuke、Cabral Horacio、Kataoka Kazunori 197
 １．著者名



2023年

2023年

2023年

2023年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

International Conference on Precision Nanomedicine in Theranostics & The 2023 Annual Meeting of Taiwan Nanomedicine Society
（招待講演）（国際学会）

量子生命科学先端フォーラム2023夏の研究会

第72回高分子討論会（招待講演）

NITech PGCプログラム日本学術振興会特別研究員申請支援セミナー（招待講演）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

K. Osada

長田健介

長田健介, 力山和晃

長田健介
 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

日本学術振興会特別研究員応募書類作成で気をつけたいこと

Polymeric Architectures to Perform Virus Functions and its Challenge to Pancreatic Cancer

ナノダイヤモンドの定量的PEG化

生体量子センシングのためのナノダイヤモンドの定量的PEG化

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名



2023年

2023年

2023年

2023年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

The 11th Conference on Exploring Next-Generation Materials Science and Nanoscience (11thCENG-MSN) and Workshop on Soft and
Nano Materials Orchestrated with Wisdom from Japan 2024 (SNOWJ2024)（国際学会）

The 11th Takeda Science Foundation Symposium on Pharmasciences, Congres Convention Center（国際学会）

MRI Symposium Osaka（国際学会）

 ２．発表標題

増殖制御遺伝子TOB研究会

長田健介

K. Osada

K. Osada, N. Maehara, A. Sumiyoshi, M. Naito, K. Miyata, I. Aoki,

K. Osada

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

高分子で挑む膵臓がんの遺伝子/核酸治療

Quantification of PEG crowding grafted onto nanodiamonds

Nano-Ruler MRI contrast agent to detect inflammatory vasculature

Nano-Ruler MRI contrast agent to detect inflammatory vasculature

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年



2023年

2023年

2023年

2022年

 ２．発表標題

東進ハイスクール未来発見講座（招待講演）

1st Workshop on Soft and Nano Materials Orchestrated with Wisdom from Japan and Korea 2024（国際学会）

第13回ナノバイオ若手ネットワーキングシンポジウム

Seminar in Division of BioTherapeutics, Leiden Univeristy（招待講演）（国際学会）

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

K. Osada

長田健介

K. Osada

長田健介

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

生体量子センシングのためのナノダイヤモンドの定量的PEG化

Polymers for cancer therapy and diagnosis

化学で生命に迫る ～高分子化学でがんに挑む

Transient stealth coating of liver sinusoidal wall by PEG for retargeting nanomedicines



2022年

2022年

2022年

2022年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

量子計測技術による細胞生物物理学の進展と生命のパラメトリク生理機能の解明への展開（招待講演）

第38回日本DDS学会

第71回高分子討論会（招待講演）

大阪大学蛋白研セミナー（招待講演）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

長田健介

長田健介

長田健介, 力山和晃, 綿貫裕介, 内藤瑞, 宮田完二郎, 住吉晃, 青木伊知男

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

高分子化学を道具にがんに挑戦する試みとナノダイヤモンド量子計測への展開

ナノダイヤモンドの定量的PEG化の試み

がん微小環境を診る高分子造影剤の開発とPDXモデルへの適用

がん微小環境を診る高分子造影剤の開発とPDXモデルへの適用

 １．発表者名

 １．発表者名
長田健介

 ３．学会等名



2022年

2022年

2022年

2022年

 ２．発表標題

茨城県立水戸第一高等学校大学模擬講義（招待講演）
 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第44回バイオマテリアル学会大会

 ２．発表標題

 ２．発表標題

長田健介

長田健介, 力山和晃, 綿貫裕介, 内藤瑞, 宮田完二郎, 住吉晃, 青木伊知男

長田健介

長田健介

 ３．学会等名

International Symposium on Chemistry 2022 and the 2nd Kyutech-KKU International Symposium（招待講演）（国際学会）

The 5th International Conference on Nanospace Materials 2022（招待講演）（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

高分子化学を道具にがんに挑戦する研究

がん微小環境を診る高分子造影剤の開発とPDXモデルへの適用

A safe liver sinusoidal wall coating agent to promote the efficacy of gene therapy drugs

A safe liver sinusoidal wall coating agent to promote the efficacy of gene therapy drugs

 １．発表者名



2022年

2022年

2023年

2021年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

The 5th International Workshop by the 174th Committee on Coexistence of Biology and Nanodevices（招待講演）（国際学会）

The 4th International Conference on Materials Research and Innovation（招待講演）（国際学会）

OIST Seminar（招待講演）（国際学会）

第15回日本分子イメージング学会

長田健介

長田健介

長田健介, Anjaneyulu Dirisala, 内田智士, 片岡一則

 ２．発表標題

 ２．発表標題

長田健介

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

A safe liver sinusoidal wall coating agent to promote the efficacy of gene therapy drugs

Artificial viruses to target cancers by polymer nanoassembly technology

ナノメディシンの送達効率を高める肝類洞内皮壁高分子コーティング剤
 ２．発表標題

Through the stromal barrier to pancreatic cancer cell nests: Single-stranded DNA-packaged polyplex micelle as AAV-inspired
compact gene vector

 １．発表者名

 ２．発表標題



2021年

2021年

2021年

2021年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

茨城県立水戸第一高等学校大学模擬講義（招待講演）

BioJapan

 ３．学会等名

 ３．学会等名

長田健介

長田健介, Theofilus A. Tockary, 片岡一則

長田健介

長田健介

第37回日本DDS学会学術集会

CSJ化学フェスタ（招待講演）

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

非ウイルス性遺伝子治療　～新しい遺伝子ベクターの設計と医療への応用～

膵臓がんの間質を超える一本鎖DNA内包ポリプレックスミセル

高分子で作る人工ウイルスと遺伝子治療への展開

DNAをたたむ、遺伝子を発現させる、病気を治す

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2021年

2021年

2021年

2021年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

BINDS NMR報告会

スイゼンジノリ・サクラン研究会（招待講演）

長田健介

長田健介

長田健介

長田健介

福岡工業大学総合研究機構エレクトロニクス研究所講演会（招待講演）

ICMARI2021（招待講演）（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

核酸デリバリーシステムにおける核酸とポリアミノ酸との相互作用解析

生体計測を目指したナノダイヤモンド量子センサーの開発

ナノダイヤモンドを用いた生体ナノ量子センサーの開発

Single-stranded DNA-packaged Polyplex Micelle as AAV-inspired Compact Gene Vector to Systemically Target Stroma-rich
Pancreatic Cancer

 １．発表者名



2022年

2020年

2020年

2020年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

MRI Collaborator’s Workshop 2022（招待講演）

量子生命科学先端フォーラム2020夏の勉強会（招待講演）

Seminar, University of Michigan（招待講演）（国際学会）

茨城県立水戸第一高等学校大学模擬講義（招待講演）

長田健介

Kensuke Osada

長田健介

 ２．発表標題

 ２．発表標題

長田健介

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

DDSの基礎と応用

Strategic design of polyplex micelles toward systemic gene delivery

DNAをたたむ、遺伝子を発現させる、病気を治す
 ２．発表標題

化学で生命を作る挑戦

 １．発表者名

 ２．発表標題



2020年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第67回高分子学会年次大会

NanoBio第12回若手ネットワーキングシンポジウム

 ３．学会等名

 ３．学会等名

長田健介

長田健介, Theofilus A. Tockary, 片岡一則

Kensuke Osada

Kensuke Osada, Theofilus A. Tockary, Kazunori Kataoka

第69回高分子学会年次大会

Seminar at VISTEC（招待講演）（国際学会）

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

高分子ミセルによる一本鎖DNAの隔離化

一本鎖DNA内包ポリプレックスミセルによる膵臓がんの間質通過戦略

Control of versatile higher-ordered structures of pDNA-block copolymer complexes and their application as gene delivery
system

Compartmentalization of single-stranded DNA from pDNA by polyplex micelles

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名
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